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昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
波
は
収
ま
ら

ず
、
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
中
、
当
町
で
は
幾

度
と
な
く
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
補
正
予
算
の
編
成
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
も
、
引
き
続

き
状
況
を
見
極
め
た
感
染
症
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
長
期
化
が

予
想
さ
れ
る
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
令
和
４
年
度
予
算

に
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
関
連
費
用
を
計
上
し
、

役
場
窓
口
に
お
け
る
手
数
料
の
電
子
決

済
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
行
政

手
続
き
ガ
イ
ド
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の

予
約
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
人
と
の
接
触
機
会
を
で
き
る
限
り

避
け
つ
つ
、
よ
り
便
利
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
町
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
近
年
の
決
算
で
は
、
歳
出
を
そ
の
年

度
の
歳
入
で
賄
え
て
お
ら
ず
、
本
来
は

災
害
等
の
有
事
に
備
え
た
も
の
で
あ
る

は
ず
の
財
政
調
整
基
金
※
を
や
む
な
く

経
常
的
な
財
源
不
足
に
補
て
ん
す
る
た

め
取
り
崩
す
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基
金
の
本
来
の
使

い
方
で
は
な
く
、近
く
基
金
が
枯
渇
し
、

現
在
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
ど

こ
ろ
か
、
急
激
な
切
り
下
げ
が
避
け
ら

れ
な
く
な
る
お
そ
れ
す
ら
あ
る
状
況
で

す
。
現
に
私
の
町
長
就
任
前
に
は
財
政

調
整
基
金
の
残
額
が
10
億
円
を
割
り
込

む
財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
の
令
和
元
年
、
私
の
町
長
就
任
１

年
目
か
ら
歳
出
の
見
直
し
を
中
心
と
し

た
財
政
立
て
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
財
政
調
整
基
金
が
急

速
に
減
少
す
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
令
和
３
年
度
は
、
歳
入
水
準

　歳入全体における自主財源は、町民税の回復等
により町税で増額を見込んでおりますが、財政調
整基金等の繰入金が減少したことから、前年度比
1 億 3,712 万円、2.0％減の 68 億 3,702 万円を
計上しています。また、依存財源は地方交付税の
増加等により、前年度比 1 億 2,712 万円、2.0％
増の 64 億 6,298 万円を計上しています。
　歳入全体に占めるそれぞれの割合は、自主財源
が 51.4％、依存財源が 48.6％となりました。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
一
定
の
道
筋
を
示
し

残
り
の
任
期
を
全
う
し
た
い

　義務的経費は、人件費、扶助費および公債費が
そ れ ぞ れ 増 加 し、 前 年 度 比 1 億 6,002 万 円、
2.4％増の 67 億 8,353 万円となりました。これ
には、保育士・幼稚園教諭の増員などによる人件
費の増加、障害児給付費や障害者自立支援給付費
の増加などによる扶助費の増加、臨時財政対策債
の元金償還が開始したことなどによる公債費の増
加が影響しています。
　投資的経費は、道路橋りょうの社会資本整備総
合交付金等事業や保健福祉センターけやきの照明
設備の改修、非常備消防の車両更新等の費用を計
上していますが、前年度の菰野西保育園園舎増改
築事業の皆減等により前年度比 3 億 8,535 万円、
35.2％減の 7 億 1,002 万円を計上しています。
　その他の経費は、新型コロナワクチン接種関連
費用を当初予算として初めて計上したことで物件
費および補助費等が増加、教育基金およびふるさ
と菰野応援基金等で積立金が増加、後期高齢医療
特別会計および介護保険特別会計等で繰出金が増
加しています。その他の経費として前年度比 2 億
1,534 万円、3.9％増の 58 億 645 万円を計上し
ています。

歳入の

POINT

歳出の

POINT

133億円

公債費 7.4%
９億 7,592 万円

災害復旧費 0.1％
700 万円

教育費 10.4％
13 億 8,138 万円

消防費 4.9％
６億 5,554 万円

土木費 8.2％
10 億 9,332 万円

商工費 1.0%
１億 2,540 万円
農林水産業費 4.2％

５億 6,215 万円
衛生費 11.6％

15 億 4,224 万円

民生費 38.9％
51 億 7,858 万円

総務費 11.9％
15 億 8,496 万円

議会費 1.2%
１億 6,353 万円

予備費 0.2％
3,000 万円

歳  出
一 般 会 計

歳  入

自
主

財

源
51.4％

財

源

依
存

48.6％

133億円

町債 3.7%
４億 9,550 万円

県支出金 7.3%
９億 6,425 万円

国庫支出金 10.8%
14 億 3,306 万円

交通安全対策特別交付金 0.1％
410 万円

地方交付税 16.7%
22 億 2,000 万円

地方特例交付金 0.3%
4,000 万円

環境性能割交付金 0.2%
3,000 万円

ゴルフ場利用税交付金 0.4%
4,800 万円

地方消費税交付金 6.9％
９億 1,000 万円

株式等譲渡所得割交付金 0.2%
3,100 万円

配当割交付金 0.2％
2,800 万円

利子割交付金 0.1％
400 万円

地方譲与税 1.4%
１億 8,007 万円

諸収入 1.4％
１億 7,975 万円

繰越金 1.4%
１億 9,000 万円

繰入金 3.9％
５億 2,117 万円

寄附金 0.1%
1,700 万円

財産収入 0.1％
1,034 万円

使用料および手数料 0.9％
１億 2,391 万円

分担金および負担金 0.8%
１億 1,067 万円

町税 42.7%
56 億 8,417 万円

法人事業税交付金 0.6%
7,500 万円

・繰入金の減少等で自主財源は 2.0％減

・地方交付税の増加等で依存財源は2.0％増

・扶助費など義務的経費は 2.4％増

・西保育園増改築の終了等で投資的経費は35.2％減

一 般 会 計

※四捨五入の関係で合計額等が合わない場合があります。

当初予算
令 和 年 度４のPOINT

提
案
説
明

初
予
算
と
し
て
、
総
額
約
２
５
８
億
円
を
３
月
の
令
和
４
年
菰
野
町
議
会
第
１
回

定
例
会
に
提
案
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
は
１
３
３
億
円
で
、
前
年
度
の
予

算
と
比
較
し
て
０
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

柴
田
町
長
が
議
会
で
行
っ
た
提
案
説
明
と
と
も
に
主
要
な
事
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

当

予算規模 前年度との比較
 一般会計 133 億円 0.1％減

特別
会計

国民健康保険 36 億 4,000 万円 1.2％減
土地取得 56 万円 13.0％増
介護保険 33 億 8,700 万円 2.7％増
後期高齢者医療 ９億 5,000 万円 4.4％増

企業
会計

水道事業 13 億 3,899 万円 3.8％増
下水道事業 31 億 7,076 万円 1.5％減

 予算総額 257 億 8,731 万円 0.3％増

各会計の予算規模

133億 円

億 円

に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
転
換
を
図

り
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
依
存
し
な
い

収
支
均
衡
の
予
算
編
成
を
行
う
こ
と

で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
確
立
す
べ
く
、
菰
野
町
財
政
再

生
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
運
営
の
見
直
し
に

際
し
て
、
既
存
事
業
の
見
直
し
が
必
要

に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
一
方
、
急
激
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

縮
小
に
よ
り
、
単
純
な
既
存
事
業
の
廃

止
や
縮
小
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
る
だ
け
で
は
な
い
、
財
政
運
営

の
効
率
化
に
よ
り
収
支
を
均
衡
さ
せ
る

と
い
っ
た
難
し
い
か
じ
取
り
を
試
み
て

き
ま
し
た
。現
行
の
行
政
実
施
計
画
は
、

事
業
の
選
択
と
集
中
、
既
存
事
業
の
見

直
し
を
セ
ッ
ト
に
し
て
財
政
負
担
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
執
行
し
、

そ
の
結
果
、
当
該
年
度
末
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
残
高
が
前
年
度
末
よ
り
回

復
し
た
ほ
か
、
公
共
施
設
整
備
基
金
に

一
定
額
を
積
み
立
て
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
建
設
地
方
債
で
は
、
借
入
額

が
償
還
額
を
下
回
り
、
残
高
も
減
少
に

転
じ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し

歳 入
歳 出

※ 財政調整基金 年度間の財源の不均衡を調整するための基金
で、災害等の有事の財源として充てられます。

広報こもの
№ 740

３

 総 額

一般会計

広報こもの
№ 740

２

い
財
政
状
況
か
ら
脱
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
町
の
体
質

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
一
定
の
道

筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
町
を
取
り
巻
く
課

題
に
引
き
続
き
対
処
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、

第
６
次
菰
野
町
総
合
計
画
の
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
私
の
任

期
も
残
り
１
年
で
す
。
一
定
の
事
業

完
成
に
は
１
年
で
は
到
底
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
来
期
改

め
て
選
任
を
い
た
だ
い
た
な
ら
ば
、

町
長
に
就
任
し
、
引
き
続
き
施
策
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ

の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
、

残
り
の
任
期
を
全
う
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
予
算
は
、
以
上
の

考
え
に
従
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
峙
と
共
生
と
を
模
索
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で
も
住
み
よ
い
町
を
作
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。



※令和４年１月１日現在
の住民基本台帳人口

（41,476 人）で計算令 和 ４ 年 度 の 主 要 事 業 を ご 紹 介

N
EW

主要な予算を PICK UP

環境課

斎場火葬炉等
更新改修事業

町民一人あたりの
歳 出 額

一 般 会 計

320,667円

町民一人あたり

歳出額

議会費
3,943 円

総務費
38,214 円

民生費
124,857 円

衛生費
37,184 円

農林水産費
13,554 円商工費

3,023 円

土木費
26,360 円

消防費
15,805 円

教育費
33,305 円

災害復旧費
169円

公債費
23,530 円

予備費
723円

当初予算
令 和 年 度4

企画情報課

スポーツ施設や文化施設
を予約する際、スマート
フォンなどインターネッ
トから予約や支払いを行
うことができるようにな
ります。

施設予約
システム導入事業

該
当
月

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

下
水
道
受
益
者

　
分
担
金
・
負
担
金

４月 一括
１期

５月 一括 １期

６月 一括
１期 ２期

７月 ２期 １期 １期 ３期 一括
１期

８月 ２期 ２期 ２期 ４期

９月 ３期 ３期 ５期 ２期

10 月 ３期 ４期 ４期 ６期

11 月 ５期 ５期 ７期 ３期

12 月 ３期
※ 26 日

６期
※ 26 日

６期
※ 26 日

８期
※ 26 日

１月 ４期 ７期 ７期 ９期

２月 ４期 ８期 ８期 10 期 ４期

３月 ９期 ９期

納 付 カ レ ン ダ ー
令和４年度の各種税目、保険料等の
納期は下記のとおりです。納期限ま
での納付をお願いします。

※納期は、該当月の月末です（土日、休日の場合は翌日）。ただし、
12 月は 26 日です。

※金額の決定通知は、各項目第１期納期限までに送付します。
※町県民税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料は

年金天引きによる納付の場合もあります。
※口座振替をご希望の場合は、お申し込みが必要です。
※納付が困難な場合は、納期限までに下記へご相談ください。

住民課保険年金係
391-1121TEL

FAX 394-3423

税務課庶務収税係
391-1115TEL

FAX 391-1191

上下水道課
391-1136TEL

FAX 391-1194

P a y m e n t  C a l e n d a r

問い合わせ

1,205万円

企画情報課

道路の陥没や漏水情報な
どの緊急通報事項を住民
がスマートフォンで撮影・
投稿し、行政へタイムリー
に伝えることができるシ
ステムを整備します。

467

住民通報サービス
活用事業

万円 37万円

子ども家庭課

小学６年生以下の児童を
対象にアルコール消毒液
やマスク等の感染症予防
物品の購入の補助を行
うことで児童と家族の
健康を守ります。

高齢者交流促進
助成事業

感染症予防物品等
購入券支給事業

健康福祉課

身近な地域に高齢者の集
いの場を整備できるよう
各区に対して助成し、高
齢者の活動と交流を促進
して、介護予防や生きが
いづくりにつなげます。

行政手続きガイド
活用事業

企画情報課

町ホームページにライフ
イベントに必要な手続き
を案内し、行政手続
きを住民の皆さんに
対してさらにわかり
やすく提供します。

89万円510 万円

N
EW 1,680万円

教育課

菰野町学校給食検討会か
らの小中学校給食の在り
方検討結果報告書を基に、
学校給食の方向性を示す
菰野町学校給食基本構想
を策定します。

学校給食
検討事業

220 万円

N
EW

消防本部

消防団員の出動報酬の引
上げや消防ポンプ自動車
の運転に必要な準中型自
動車免許の取得等の補助

を 行 い ま
す。

消防団員
支援事業

227万円N
EW

消防本部

地域の実情や社会経済の
情勢、行財政改革等の視
点を踏まえ、合理的で妥
当性のある消防サービス
を提供できるよう消防力
の適正配置を検討します。

消防力適正配置
等調査事業

528万円

観光産業課

ふるさとの山である菰野
富士の公園計画や整備手
法等を調査し、周辺地域
も含めたさらなる魅力度
アップや利便性の向上を
図ります。

観光名所づくり
調査事業

500万円

N
EW

N
EW

広報こもの
№ 740

４
広報こもの
№ 740

５

N
EW

町斎場の施設設備の改修、
更新等を行い、火葬業務
の安全かつ安定的な実施
を図ります。

子ども家庭課

子どもの権利条例（仮称）
を制定して子どもの権利を
明確化し、大人の果たすべ
き責務と町の基本方針を定
め、子どもの権利の保障し
ます。

25万円N
EW

子ども権利事業



広報こもの
№ 740

７
広報こもの
№ 740

６

オンタウン菰野で春の火災予防運動
に伴う特別消防訓練が実施され、従

業員、消防職員など約 80 人が参加しまし
た。これは防火に対する意識を高め、消防
職員の火災防御技術の向上を図ることを目
的にイオンタウン菰野内の店舗での火災を
想定して実施したものです。訓練では従業
員による初期消火や避難誘導のほか、消防

職員による逃げ遅れ者の
救出訓練が行われ、訓練
の最後には消火器取り扱
い訓練も実施されました。

イ

特別消防訓練を実施
３月１日から７日は春の火災予防運動期間

日

２月

25
◀
避
難
誘
導
、
救
出
訓
練
後
に
行
わ
れ
た
消

防
職
員
に
よ
る
一
斉
放
水

防団竹永分団に新型の消防ポンプ車
が導入され、菰野町消防署で引き渡

し式が行われました。竹永分団の車両は、
21 年ぶりに更新となり引き渡し式では、新
しい消防ポンプ車の鍵が町長から服部卓美
消防団長へ、さらに
松岡武臣分団長へ引
き渡されました。

消

竹永分団に新型ポンプ車
最新車両を竹永分団に配備

◀
竹
永
分
団
に
新
た
に
配
備
さ
れ
た
新
型
ポ

ン
プ
車

日

２月

27

光地内で２月９日に発生した林野火
災で早期通報と初期消火活動を行

い、火災の被害軽減に尽力した伊
い

藤
とう

由
ゆ

美
み

子
こ

さん（四日市市）、西
にし

村
むら

まゆ美
み

さん（田光）、
辻
つじ

 親
ちか

徳
のり

さん（田光）、諸
もろ

岡
おか

 勲
いさお

さん（田光）
に感謝状を贈呈しました。火災発生時は、
晴天で林野のすぐ側で火災が発生し、通報
が遅れれば延焼により大規模火災となるお
それがありましたが、迅速で的確な対応に
より大規模火災を防ぐことができました。

田

消防協力者に感謝状を贈呈
早期通報と初期消火への尽力に感謝

日

３月

４
◀
左
か
ら
諸
岡
さ
ん
、
辻
さ
ん
、
西
村
さ
ん
、

伊
藤
さ
ん

重県高校新人大会の個人 60㌕級で優
勝し、全国高等学校柔道選手権大会

に出場する萩
はぎ

 颯
そう

太
た

さん（川北、四日市中央
工業高校１年）が町長を訪問しました。町
長から日頃の練習について問われると、萩
さんは「毎日のように父とトレーニングを
行い、全国大会を目指して頑張ってきまし
た。大会では自分のできる全てを出しきり
たい」と答え、町長は「スポーツは自信があっ
ても勝てるとは限らないですが、これまで
の壁を超える成果を期待しています」と激
励しました。

三

柔道で全国大会出場
まずは１回戦の勝利を目指して

◀
全
国
大
会
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
結
果
を
残

す
こ
と
を
誓
っ
た
萩
さ
ん
（
写
真
左
）

日

３月

７

域スポーツ推進優良団体として元気
アップこものスポーツクラブが三重

県から表彰を受けました。この表彰は、永
年にわたり地域や職場のスポーツ推進に貢
献していることが認められた団体に贈られ
るもので、表彰式では、団体を代表して理
事長の横

よこ
井
い

一
かず

弘
ひろ

さん（江野）が出席し、表
彰状を受け取りました。

地

元気アップこものが表彰
地域に根差した 15 年間の活動が評価される

◀
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
理
事
長
の
横
井
さ

ん
（
写
真
左
か
ら
２
人
目
）

日

３月

３

権映画祭を町民センターで開催しま
した。第１部では、医師の小

お
笠
がさ

原
わら

 
登
のぼる

さんがハンセン病強制隔離政策から患者
を守る姿を描いた「一人になる」を上映し、
同映画の制作実行委員会の事務局長を務め
た訓

くる
覇
べ

 浩
こう

さん（小島）による基調講演も
行われました。第２部では拉致問題で家族
と引き離された横田めぐみさんの半
生を描いた「めぐみへの誓い」を
上映し、同作を題材とした舞台に
出演した女優の半

なか
井
らい

小
さ

絵
え

さんによ
る基調講演も行われました。

人

人権映画祭を開催
映画を通して人権について考える

日

２月

27
◀
映
画
上
映
前
に
行
わ
れ
た
半
井
さ
ん
に
よ

る
基
調
講
演
の
様
子

笛と和太鼓奏者である吉
よし

村
むら

靖
やす

弘
ひろ

さ
んによる篠笛ソロコンサート「さ

れど咲く」を開催しました。吉村さんは
k
こ が く し ゅ う
ogakusyu 翔

しょう
のリーダーとしてこれまで

も当町で公演の経験があり、今回は初めて
ソロとしてピアノの鎌

かま
野
の

武
たけ

馬
ま

さんとの共演
を果たしました。公演ではオープニングア
クトとしてよさこい和楽が会場を盛り上
げ、 吉 村 さ ん の 演 奏
で は 篠 笛 の 透 き 通 っ
た 音 色 が 会 場 中 に 響
き渡っていました。

篠

篠笛ソロコンサートを開催
篠笛の音色がホールに響き渡る

日

３月

19
◀
篠
笛
奏
者
の
吉
村
さ
ん
（
写
真
右
）
と
ピ

ア
ノ
奏
者
の
鎌
野
さ
ん
（
写
真
左
）

ランペットやサックスなどの奏者５人
によるジャズコンサート「K

キ ッ ズ ウ ィ ン グ
idswing　

レッツゴージャズ・らんど！」を開催しまし
た。公演では「イン・ザ・ムード」や「シン
グ・シング・シング」といったジャズのスタ
ンダードナンバーから「ミッキーマウス・マー
チ」や「さんぽ」といった子どもたちが楽し
める曲目までもジャズアレンジでお届けし、
訪れた多くの親子連れはジャズの世界を楽し
んでいました。

ト

ジャズコンサートを開催
大人も子どももジャズの世界へ！

◀
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
有
名
曲
の
数
々

を
演
奏
し
たKidswing

の
皆
さ
ん

日

３月

20

▶新車両の取り扱いについて
講習を受ける竹永分団員

▶講演を行う訓覇さん
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Theme 37 イ ン タ ー ネ ッ ト で 議 会 の 視 聴 を

　
議
会
か
ら
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
４

年
菰
野
町
議
会
第
１
回
定
例
会
か
ら
本
会

議
の
様
子
が
一
部
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
は
菰
野
町
の
取
締
役
、

私
は
菰
野
町
の
社
長
、
そ
し
て
皆
さ
ん
は

菰
野
町
の
株
主
と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
役

員
の
仕
事
ぶ
り
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

で
菰
野
町
を
住
み
よ
い
町
に
す
る
。
そ
の

た
め
の
一
つ
の
方
法
が
、
私
た
ち
へ
の
監

督
で
す
！
難
し
そ
う
で
自
分
に
は
わ
か
ら

な
い
か
も
…
と
い
う
方
に
は
、
生
涯
教
育

と
し
て
菰
野
町
行
政
の
基
礎
知
識
を
皆

さ
ん
に
広

め
、
も
っ

と
町
政
が

身
近
に
な

る
よ
う
に

心
掛
け
た

い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
役
場
の
組
織
が
大
き

く
変
更
さ
れ
ま
す
。
先
月
の
広
報
こ
も
の

３
月
号
に
掲
載
し
た
私
と
教
育
長
と
の
対

談
で
も
触
れ
ま
し
た
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
課
、
上
下
水
道
課
を
新
設
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
は
、
１
年
前
に

設
置
し
た
住
民
連
携
室
を
社
会
教
育
課
と

統
合
し
強
化
す
る
も
の
で
す
。
ど
ん
ど
ん

町
に
も
私
自
身
が
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
に

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
産
業
課
と
も

連
携
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
る
ほ

か
、
今
年
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
を

制
定
し
、
子
ど
も
を
菰
野
町
全
体
で
大
切

に
育
て
よ
う
、
と
い
う
生
涯
教
育
を
行
う

に
あ
た
り
私
が
直
接
、指
揮
を
と
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
政
策
推
進
室
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
を
人
事
異
動
と
と
も

に
来
月
の
広
報
で
は
発
表
し
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
、
ど
こ
で
も
住
み
よ
く
、
賑
わ
い

と
憩
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を

強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
明
る
い
未

来
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

３/募集
期間

昭和 62 年４月 2 日以降生まれで大学（短期大学
を除く）を卒業した方もしくは令和５年５月 31 日
までに大学を卒業する見込みの方

三重県警察本部警務課採用係
　　059-222-0110

（内線 2644・2648）

警察
職員 ecruitment※４月 10 日は「交通事故

死ゼロを目指す日」です。

警察官の仕事は県民の皆さんの安全安心な暮らしの
実現に繋がっている、非常にやりがいのある仕事で
す。受験申込をお待ちしております。

大 募 集

15火

４/13水

５/第１次
試験 ８日

応募
資格

問い
合わせ

法
律
の

 

専
門
知
識
不
要

武
道
の

 

経
験
な
く
て
も
可

４/６木 ４/15金

▶歩行者も交通ルールを守ろう
▶「ゾーン 30 プラス」で安全安
心な通行空間を

▶横断歩道は歩行者優先
▶飲酒運転を絶対しない、させない
▶安全運転サポート車（サポカー）を選ぶ

▶自転車は車の仲間です
▶交通ルールを守りましょう

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

の
全
国
交
通
安
全
運
動

子どもをはじめとする
歩行者の安全確保

歩行者保護や飲酒運転根絶等
の安全運転意識の向上

自転車の交通ルールの遵守の
徹底と安全確保

り

町
長
の

ひとり

語

TEL

ふるさとの偉人を通じて、郷土や未来の展望を考え
るきっかけにしてもらおうと「菰野町偉人マンガ」
を制作します。題材は初代菰野藩主、土

ひじ

方
かた

雄
かつ

氏
うじ

の妻、
八
や

重
え

姫
ひめ

。織田信長譲りの気位の高さを持ちつつも清
く美しい女性であったと言われる八重姫がどのよう
に描かれるのか。注目のマンガ制作が始まります。

「菰野町偉人マンガ」を描いてく
れる菰野町にゆかりのある漫画
家を募集します。応募作品は、
設定ストーリーに書かれていな
い事項を脚色しても構いません。
詳しくは、町ホームページから
募集内容をご確認ください。

未来の漫画家募集

　
八や

重え

姫ひ
め

は
、
織
田
信
長
の
次
男
で
あ
る

織
田
信の

ぶ

雄か
つ

の
娘
で
信
長
の
孫
娘
に
あ
た

り
、
八
重
姫
が
４
歳
の
頃
に
当
時
８
歳
で

の
ち
の
菰
野
藩
初
代
藩
主
「
土ひ

じ

方か
た

雄か
つ

氏う
じ

」

と
婚
姻
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
八
重
姫
が
14
歳
に
な
る
と
信
長
譲
り
の

気
位
の
高
さ
と
気
性
の
激
し
さ
を
兼
ね
備

え
た
清
く
美
し
い
女
性
へ
と
成
長
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
時
、
八
重
姫
は
江
戸
か
ら

数
人
の
家
老
を
従
え
て
、
雄
氏
の
待
つ
菰

野
藩
に
移
住
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
中
の
箱
根
の
関
所
に
て
、
あ
る
家
老

が
八
重
姫
一
団
の
通
行
手
形
を
忘
れ
て
し

ま
い
、
関
所
の
役
人
に
止
め
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
家
老
が
身
分
を
示
す
品
々
を

見
せ
る
も
、
役
人
は
首
を
縦
に
振
ら
ず
、

家
老
は
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、

八
重
姫
は
付
き
人
に
持
た
せ
た
薙な

ぎ

刀な
た

を
手

に
取
り
、
役
人
の
首
を
目
掛
け
て
、
一
閃
、

そ
の
薙
刀
を
振
り
か
ざ
し
ま
し
た
。
役
人

に
対
し
て
微
塵
も
畏
れ
な
い
そ
の
風
貌
と

織
田
家
の
家
紋
を
呈
し
た
薙
刀
を
見
た
役

人
は
頭
を
下
げ
、
八
重
姫
一
団
は
関
所
を

通
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
通
行
手
形
を
忘

れ
た
家
老
は
、
八
重
姫
の
前
で
切
腹
し
、

許
し
を
請
う
つ
も
り
で
し
た
が
、
八
重
姫

は
罪
に
問
う
こ
と
も
な
く
、
そ
の
後
も
自

分
に
精
進
し
て
仕
え
て
ほ
し
い
と
家
老
の

同
行
を
許
し
ま
し
た
。

　
菰
野
藩
に
つ
い
た
八
重
姫
は
、
家
老
や

領
民
な
ど
の
身
分
の
差
に
隔
た
り
な
く
接

し
、
領
民
に
も
慕
わ
れ
な
が
ら
菰
野
藩
を

支
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▲閉会後１週間程度で議会ホーム
ページから視聴できます。

４/応募
期限 25月

The story of Yaeh
ime

CO
M

IC
 O

F KO
M

O
N

O
 TO

W
N

制
作開始

マ
ン
ガ
用
設
定
ス
ト
ー
リ
ー

菰野町偉人
マンガ

完成時期

コミュニティ振興課
391-1160TEL

FAX 328-5995

活用予定

令和５年３月末

小学生を対象に「菰野町偉人マンガ」
を教材とした授業などに活用

発行部数

3,000 部（予定）

問い合わせ

今後の予定

漫画家募集とともに、地域や専門家
の皆さんと実行委員会を設立し、制
作を進めていきます。
※当事業は B&G 財団の「海洋センター所

在自治体による偉人マンガ製作と活用事
業」を活用しています。

Ya
eh
im
e

八重
姫

広報こもの
№ 740

８

土方家の墓とともに見性寺に残
る八重姫の墓。八重姫の戒名「玉

ぎょく

雄
ゆう
院
いん
」の名が刻まれています。



◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

開館時間

１ 金

２ 土

３ 日

４ 月 休館日

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金

９ 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

10 日

11 月 休館日

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土 11:00 ～　朗読劇

17 日

18 月 休館日

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

24 日

25 月 休館日

26 火 休館日

27 水 10:00 ～　絵本読み聞かせ講座

28 木 15:30 ～　英語のおはなし会

29 金

30 土

『最高に楽しい〈間取り〉の図鑑』
▶本間 至 / 著
▶エクスナレッジ（527.1 ホ）
エントランスと玄関、キッチン、トイレ、寝室と収納ス
ペース、地下室、テラスやバルコニーなど、それぞれの
場所から考える間取りを多数掲載しています。風や光の
流れなどを読み取る間取りや暮らしに即した間取りなど
も紹介しています。

『図解はじめて学ぶみんなのお金』
▶エディ・レイノルズ / 文
▶ボナッチ / イラスト
▶浜崎絵梨 / 訳　▶伊藤元重 / 監修
▶晶文社 (J377/ ズ )
長い人生を自分らしく心豊かに暮らしていくために必要
なお金の基本を紹介しています。お金が社会に求められ
るようになった理由から、お金との付きあい方まで、お
金と人間の関わりを解説しています。

『６ぴきのカエルとひえひえのよる』
▶つるたあき / 作
▶ KADOKAWA（E/ ツ）
うっかり冬眠しわすれてしまった６ぴきのカエルくんた
ち。外が真っ白になっているのを見たカエルくんたちは、
あたたかい格好をして外へ出かけます。はじめての「冬」
はどんな感じでしょうか。読み聞かせても楽しいユーモ
ア絵本です。

新着図書から

図書館カレンダ－

俳
句	
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あ
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南川定
てい

軒
けん

の半生
　天保 15 年（1844 年）に御勘定奉行に昇
進した南川定軒は、弘化３年（1846 年）に
御給人※並みの 10 石 11 人の扶持を与えられ
ました。
　嘉永６年（1853 年）、浦賀に米国の使節
ペリーが来航し、大統領の国書を提出して開
港通商を迫った際、幕府は各藩に開港か閉
鎖かの意見を求めました。その際、菰野藩
の代表として意見書を提出したのが定軒でし
た。定軒は軍備のない日本が抵抗すれば勝
つ見込みはないと
して穏健な案を提
出しています。こ
のとき、水 戸・尾
張・長州藩は攘夷
派、加賀・宇和島
藩が和親派、薩摩・
安芸・彦根藩は折
衷派でした。
　安政４年（1857
年 ）９月２日、56
歳で定軒は病気に
より亡くなりまし
た。

第97回

広報こもの
№ 740
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※おはなし会やギャラリー展示は新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止（延期）とす
る場合があります。

４月

1212

【２月末現在】【２月末現在】
２２

件数 １月からの累計
　　  火災発生 １ １
　　　救急車出動 149 301

交通事故 ９ 22
急病 102 211
一般負傷 27 51
その他 11 17

　　　救助出動 ３ 7
　　　交通事故 81 178

物損事故 78 170
人身事故 ３ ８

死者 ０ ０
傷者 ３ ８

数 増減
　　　総人口 41,460 人 －８人

男 20,501 人 ＋ 13 人
女 20,959 人 － 21 人

　　　総世帯数 16,943 世帯 ＋ 10 世帯

ありがとう
ございます

社会福祉のために▶匿名でマスク 3,000 枚、除菌アルコール
12 本▶匿名で２万円▶匿名でマスク 8,000 枚▶ボランティア
グループあさがおから 10 万円▶菰野郵便局（三重部会）から米
30㌕、水２㍑６本ほか

▲南川定軒の書

【
評
】
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ど
の
種
目
も
面
白

か
っ
た
。
中
で
も
大
回
転
は
ス
キ
ー
競
技
の
華

で
、
急
斜
面
を
雪
煙
を
上
げ
て
滑
り
降
り
る
姿

は
動
的
で
こ
れ
ぞ
ス
キ
ー
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

※ 御給人 幕府等から年貢の徴収権を与えられた家臣

「こどもの読書週間」
▶４月 27 日から

８

子どもの読書の大切さを考える、そ
れが「こどもの読書週間」です。図
書館にまだ来たことがない子どもた
ちもこの機会に図書館デビューして
みませんか。

こどもの
読書週間

事前申込制

電話で申し込み

図書館窓口で申し込み
OR

ボランティアのための絵本読み聞かせ講座
▶４月 27 日 10:00 ～ 11:30

申込期間 ４月１日　　４月 15 日

2

講 師
朗読アーティスト
松岡由香さん

４月23日　　５月12日

絵本の読み聞かせについてのノ
ウハウを楽しく学べる講座です。

開催
期間

図書館ビンゴ

菰野町図書館
特製しおり等

プレゼント

借りた本の種類でビンゴゲーム。
ビンゴを複数達成された方には図
書館特製しおり等をプレゼント！

「ひとみキラキラ 本にどきどき」



■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は役場企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。
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広報菰野４月号
令和４年４月１日発行
▶企画編集　企画情報課
▶印刷　イヤマ印刷

組
織  

　
編

令 新
し
く
２
つ
の
課
を
開
設

和
４
年
度
の
組
織
改
編
に
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
と
上
下

水
道
課
が
新
し
く
編
制
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
内
の
教
育
長

部
局
で
あ
っ
た
社
会
教
育
課
が
町
長
部

局
へ
と
移
管
さ
れ
、
総
務
課
住
民
連
携

室
と
統
合
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
教
育
課

が
担
当
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

推
進
や
文
化
財
の
保
護
と
い
っ
た
業
務

は
全
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
へ
と
移

管
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
連
携
室
が

担
当
し
て
い
た
役
場
本
庁
内
の
総
合
案

内
と
し
て
の
機
能
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
課
が
担
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
水
道
課
、
下

水
道
課
を
統
合
し
、
上
下
水
道
課
を
新

設
し
ま
す
。
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

を
一
貫
し
た
体
制
で
推
進
で
き
る
よ
う

に
な
り
、業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
役
場
本

庁
内
の
配
置
や
問
い
合
わ
せ
先
等
が
変

更
と
な
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

菰 野 町

令和４年
４月１日

改

391-1160

社会教育課 　総務課 住民連携室水道課 下水道課

TEL
FAX 391-1195

391-1210TEL
FAX 394-3199

391-1132TEL
FAX 391-1198

391-1136TEL
FAX 391-1194

主な業務内容 主な業務内容主な業務内容 主な業務内容
・役場本庁の総合案内
・町民の声傾聴事業
・町民との対話を推進する
事業

・公民館活動、社会教育の推進
・文化財の保護
・生涯学習の推進
・スポーツ文化イベントの開催

・下水道施設の維持管理
・下水道使用料の徴収
・下水道管

かん
渠
きょ
の整備

・上水道の供給
・水道施設の維持管理
・水道料金の徴収

391-1160TEL
FAX 328-5995

下水道関係

水道関係
391-1132TEL

FAX 391-1198

391-1136TEL
FAX 391-1194

役場本庁
２階北側

役場本庁
２階南側

コミュニティ
振興課

上下水道課

観光産業課 環境課 都市整備課

健康福祉課
新型コロナウイルス
予防接種対策室

NEW

NEW

役場本庁

２

コミュニティ振興課上下水道課

F

総合案内業務の
み役場本庁１階
北側にて受付


